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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正逆回転可能な駆動源と、
　前記駆動源によって回転される回転体であって、前記駆動源が逆転した場合の可動範囲
の限界である第一回転位置と、前記駆動源が正転した場合の可動範囲の限界である第二回
転位置と、前記第一回転位置と前記第二回転位置との間に設けられた第三回転位置との間
で回転可能な作動部材と、
　前記作動部材が前記第一回転位置と前記第二回転位置との間を回転するのに伴って、前
記作動部材によって第一の方向に移動される第一可動部材と、
　前記作動部材が前記第二回転位置と前記第三回転位置との間を回転するのに伴って、前
記作動部材によって前記第一の方向とは異なる第二の方向へ移動される第二可動部材と、
　前記作動部材が前記第一回転位置と前記第二回転位置との間を回転するのに伴って、そ
の回転によって生じる動力を前記第一可動部材に伝達する第一伝達部材と、
　前記第一伝達部材によって動力が伝達された前記第一可動部材を、前記第一の方向へ回
転可能に軸支する支持部と、
　前記作動部材が前記第二回転位置と前記第三回転位置との間を回転するのに伴って、そ
の回転によって生じる動力を前記第二可動部材に伝達する第二伝達部材と、
　前記第二伝達部材によって動力が伝達された前記第二可動部材を、前記第二の方向へ移
動するように案内するガイド部と、
　前記支持部によって前記第一可動部材と同軸で支持される第三可動部材を備え、
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　前記作動部材は、前記第一回転位置と前記第二回転位置との間に設けられた第四回転位
置に回転可能であり、
　前記第三可動部材は、前記作動部材が前記第一回転位置と前記第四回転位置との間を回
転するのに伴って、前記第一可動部材と同一の回転位置となるように回転する一方、前記
作動部材が前記第二回転位置と前記第四回転位置との間を回転するのに伴って、所定の回
転位置で保持されることを特徴とする演出装置。
【請求項２】
　前記作動部材は、前記駆動源によって回転される回転ギアであり、
　前記第一伝達部材は、前記第一可動部材に設けられた、前記作動部材に螺合されるギア
部であることを特徴とする請求項１に記載の演出装置。
【請求項３】
　前記作動部材は、前記駆動源によって回転される回転ギアであり、
　前記第二伝達部材は、所定の長手方向を有し、前記長手方向の一端側が回転可能に軸支
され、且つ、前記長手方向の他端側が前記第二可動部材に連結されて、前記第二回転位置
と前記第三回転位置との間を回転する前記作動部材に連動して回転するギア部であって、
　前記ガイド部は、前記第二の方向に延びる溝部が形成された板状部材であり、
　前記第二可動部材は、前記溝部に挿入される突出部を有し、前記第二伝達部材の回転に
連動して前記突出部が前記溝部に沿って移動することで前記第二の方向へ案内されること
を特徴とする請求項１又は２に記載の演出装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載の演出装置と、
　前記駆動源の回転を制御することで、前記作動部材の回転位置を調整する制御手段とを
備えたことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の可動部材で構成された装飾体を移動させる演出を行う演出装置、およ
び当該演出装置を備えた遊技機に関する。
【０００２】
　従来、遊技機に用いられる演出装置として、複数の可動部材で構成された装飾体を移動
させることで各種演出を行う演出装置が知られている。例えば、特許文献１が開示してい
る遊技機では、ソレノイドによって付勢された作動部が複数の可動部材に順次接触するこ
とで、複数の可動部材が異なるタイミングで移動開始する。また、特許文献２が開示して
いる遊技機では、可動片回動部材が一対の可動片の下端に当接してから、更に可動片回動
部材が往動すると、一対の可動片が互いに逆方向に回動する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２４５９２２号公報
【特許文献２】特開２００７－７０５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示の遊技機では、複数の可動部材が全て同じ軸を中心に回動する。つま
り、複数の可動部材が全て同様な態様で動作するため、演出が単調で飽きやすくなるおそ
れがあった。また、特許文献２に開示の遊技機では、一対の可動片が同タイミングで動作
するため、演出が単調で飽きやすくなるおそれがあった。複数の可動部材について動作態
様や動作タイミングを異ならせるためには、それぞれ異なる駆動源が必要となり、部品数
が増加するおそれがあった。
【０００５】
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　本発明は、部品点数および駆動源の数量を抑制しつつ、複数の可動部材について動作態
様や動作タイミングを異ならせることができる演出装置、および当該演出装置を備えた遊
技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係る演出装置は、正逆回転可能な駆動源と、前記駆動源によって回転
される回転体であって、前記駆動源が逆転した場合の可動範囲の限界である第一回転位置
と、前記駆動源が正転した場合の可動範囲の限界である第二回転位置と、前記第一回転位
置と前記第二回転位置との間に設けられた第三回転位置との間で回転可能な作動部材と、
前記作動部材が前記第一回転位置と前記第二回転位置との間を回転するのに伴って、前記
作動部材によって第一の方向に移動される第一可動部材と、前記作動部材が前記第二回転
位置と前記第三回転位置との間を回転するのに伴って、前記作動部材によって前記第一の
方向とは異なる第二の方向へ移動される第二可動部材と、前記作動部材が前記第一回転位
置と前記第二回転位置との間を回転するのに伴って、その回転によって生じる動力を前記
第一可動部材に伝達する第一伝達部材と、前記第一伝達部材によって動力が伝達された前
記第一可動部材を、前記第一の方向へ回転可能に軸支する支持部と、前記作動部材が前記
第二回転位置と前記第三回転位置との間を回転するのに伴って、その回転によって生じる
動力を前記第二可動部材に伝達する第二伝達部材と、前記第二伝達部材によって動力が伝
達された前記第二可動部材を、前記第二の方向へ移動するように案内するガイド部と、前
記支持部によって前記第一可動部材と同軸で支持される第三可動部材を備え、前記作動部
材は、前記第一回転位置と前記第二回転位置との間に設けられた第四回転位置に回転可能
であり、前記第三可動部材は、前記作動部材が前記第一回転位置と前記第四回転位置との
間を回転するのに伴って、前記第一可動部材と同一の回転位置となるように回転する一方
、前記作動部材が前記第二回転位置と前記第四回転位置との間を回転するのに伴って、所
定の回転位置で保持されることを特徴とする。
【０００７】
　上記演出装置では、駆動源によって作動部材が可動範囲の限界である第一回転位置およ
び第二回転位置との間を回転されるのに伴って、第一可動部材が第一の方向に移動する。
このとき、作動部材が第二回転位置と第三回転位置との間を回転していれば、第二可動部
材が第二の方向に移動する。したがって、一の駆動源および共通の作動部材によって、第
一可動部材および第二可動部材を、それぞれ異なるタイミングおよび方向に移動させるこ
とができる。ひいては、部品点数および駆動源の数量を抑制しつつ、複数の可動部材につ
いて動作態様や動作タイミングを異ならせることができる。
【０００８】
【０００９】
　また、作動部材が第一回転位置と第二回転位置との間を回転するときは、第一伝達部材
によって第一可動部材に動力が伝達される。動力が伝達された第一可動部材は、支持部を
中心に第一の方向へ回転する。一方、作動部材が第二回転位置と第三回転位置との間を回
転するときは、第二伝達部材によって第一可動部材に動力が伝達される。動力が伝達され
た第二可動部材は、ガイド部に沿って第二の方向へ移動する。つまり、作動部材の回転に
応じて、第一可動部材が回転運動する一方、第二可動部材が線形状に運動する。よって、
簡易な機械的構造で、各可動部材を異なる方向および態様で移動させることができる。
　また、第一可動部材と同軸で支持される第三可動部材は、作動部材が第一回転位置と第
四回転位置との間を回転していれば、第一可動部材に追従して回転する一方、作動部材が
第二回転位置と第四回転位置との間を回転していれば、所定の回転位置で保持される。し
たがって、一の駆動源および共通の作動部材によって、第一可動部材と同軸で回転可能な
第三可動部材の動作態様を、作動部材の回転位置に応じて変化させることができる。
【００１０】
　上記演出装置において、前記作動部材は、前記駆動源によって回転される回転ギアであ
り、前記第一伝達部材は、前記第一可動部材に設けられた、前記作動部材に螺合されるギ
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ア部であってもよい。この場合、簡易な機械的構造で、第一可動部材を回転運動させるこ
とができる。
【００１１】
【００１２】
　上記演出装置において、前記作動部材は、前記駆動源によって回転される回転ギアであ
り、前記第二伝達部材は、所定の長手方向を有し、前記長手方向の一端側が回転可能に軸
支され、且つ、前記長手方向の他端側が前記第二可動部材に連結されて、前記第二回転位
置と前記第三回転位置との間を回転する前記作動部材に連動して回転するギア部であって
、前記ガイド部は、前記第二の方向に延びる溝部が形成された板状部材であり、前記第二
可動部材は、前記溝部に挿入される突出部を有し、前記第二伝達部材の回転に連動して前
記突出部が前記溝部に沿って移動することで前記第二の方向へ案内されてもよい。この場
合、作動部材が第二回転位置と第三回転位置との間を回転するのに伴って、第二可動部材
が連動して回転する。第二伝達部材の回転に連動して突出部が溝部に沿って移動すること
で、第二可動部材が第二の方向に移動する。したがって、簡易な機械的構造で、作動部材
の回転運動を、第二可動部材を第二の方向へ移動させる動力に変換することができる。
【００１３】
　本発明の一態様に係る遊技機は、上記演出装置と、前記駆動源の回転を制御することで
、前記作動部材の回転位置を調整する制御手段とを備えてもよい。この場合、装飾体の高
さ位置を正確に調整することができ、さらに狭いスペースに設置可能な演出装置を備えた
遊技機を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】パチンコ機１の正面図である。
【図２】遊技盤２の正面図である。
【図３】演出装置３０を右斜め上方手前側から見た斜視図である。
【図４】上側役物１０および下側役物２０が定常状態にある、演出装置３０の正面図であ
る。
【図５】上昇位置にある第一役物１００およびその駆動機構の部分拡大正面図である。
【図６】上昇位置にある第一役物１００およびその駆動機構の部分拡大背面図である。
【図７】上側役物１０が変位位置にある、演出装置３０の正面図である。
【図８】下降位置にある第一役物１００およびその駆動機構の部分拡大正面図である。
【図９】下降位置にある第一役物１００およびその駆動機構の部分拡大背面図である。
【図１０】下側役物２０を右斜め下方手前側から見た斜視図である。
【図１１】定常状態の下側役物２０の正面図である。
【図１２】定常状態の下側役物２０の背面図である。
【図１３】下側役物２０が第一変位状態にある、演出装置３０の正面図である。
【図１４】第一変位状態の下側役物２０の正面図である。
【図１５】下側役物２０が第二変位状態にある、演出装置３０の正面図である。
【図１６】第二変位状態の下側役物２０の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明に係る遊技機の一実施の形態であるパチンコ機１について、図面を参照し
て説明する。
【００１６】
　図１および図２を参照して、パチンコ機１の機械的構成について説明する。図１に示す
ように、パチンコ機１の上半分の部分には遊技盤２が設けられている。遊技盤２は略正方
形であり（図２参照）、透明なガラス板を保持したガラス枠１３によって前面を保護され
ている。遊技盤２の下方部には、発射機に遊技球を供給し、且つ賞品球を受ける上皿５が
設けられている。上皿５の直下には、賞品球を受ける下皿６が設けられている。下皿６の
右横には、遊技球の発射を調整する発射ハンドル７が設けられている。ガラス枠１３の上
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部の左右の角にはスピーカ４８がそれぞれ設けられている。
【００１７】
　図２に示すように、遊技盤２の前面には、ガイドレール３で囲まれた略円形の遊技領域
４が形成されている。遊技領域４の略中央には、ＬＣＤである表示装置２８が設けられて
いる。表示装置２８の表示領域では、大当たり判定の結果を遊技者に報知するための報知
演出、大当たり遊技中の演出等、様々な演出の映像が表示される。特に、報知演出では複
数のデモ図柄の変動および停止が行われ、同一のデモ図柄が所定ライン上に確定表示され
ることで、大当たり判定の結果が当たりであることが遊技者に報知される。
【００１８】
　表示装置２８の外縁を取り囲むように、各種演出を行う演出装置３０（図３等参照）が
設けられている。演出装置３０は、表示装置２８およびスピーカ４８等と連動して、報知
演出等の様々な演出を実行する。表示装置２８の下方には、第一特別図柄始動電動役物１
４が配設されている。第一特別図柄始動電動役物１４に遊技球が入賞することを契機とし
て、第一特別図柄の大当たり判定が行われる。
【００１９】
　表示装置２８の右方には、普通図柄始動ゲート１２および第二特別図柄始動電動役物１
５が上下に並んで配設されている。普通図柄始動ゲート１２を遊技球が通過すると、普通
当たり判定が行われる。第二特別図柄始動電動役物１５は、普通当たり判定によって当た
りと判定された場合にのみ、遊技球が入賞可能となる。第二特別図柄始動電動役物１５に
遊技球が入賞することを契機として、第二特別図柄の大当たり判定が行われる。
【００２０】
　第一特別図柄始動電動役物１４の右方、且つ第二特別図柄始動電動役物１５の下方には
、第一大入賞口１６および第二大入賞口１７が上下に並んで配設されている。第一大入賞
口１６および第二大入賞口１７には、それぞれ開閉部材が設けられており、この開閉部材
が開放された場合にのみ、遊技球が入賞可能となる。各開閉部材は、第一特別図柄および
第二特別図柄のいずれかの大当たり判定によって当たりと判定されると、ソレノイドによ
って電気的に開放される。第一特別図柄始動電動役物１４、第二特別図柄始動電動役物１
５、第一大入賞口１６および第二大入賞口１７のいずれかに遊技球が入賞すると、所定数
の遊技球が払い出される。さらに、遊技盤２には、上記以外に各種の電飾ランプ、入賞口
、風車、および遊技釘が設けられている。
【００２１】
　図示しないが、パチンコ機１の背面側には、各種基板を備えた制御部が設けられている
。制御部の各基板はＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等を備えており、パチンコ機１の各種動作を
制御する。例えば、主基板は、普通当たり判定、大当たり判定等を行い、パチンコ機１の
主制御を司る。サブ制御基板は、主基板で行われた各種判定の結果等に基づいて、各種演
出動作を実行する。サブ制御基板は、表示装置２８の表示制御を行う演出制御基板や、演
出装置３０の動作制御を行うランプドライバ基板に接続されている。サブ制御基板は、ラ
ンプドライバ基板を介して、主基板で行われた制御結果に基づいて、後述する上側駆動モ
ータ１９０および下側駆動モータ２９０を制御したり、図示しないＬＥＤの発光態様を制
御したりする。
【００２２】
　以下、演出装置３０について説明する。まず、図３および図４を参照して、演出装置３
０の概要について説明する。図３の紙面左斜め手前側および図４の紙面手前側を、演出装
置３０の前側とする。図３の紙面右斜め奥側および図４の紙面奥側を、演出装置３０の後
側とする。図３および図４の左側を演出装置３０の左側とし、図３および図４の右側を演
出装置３０の右側とする。
【００２３】
　本実施形態では、演出装置３０の前側がパチンコ機１の正面側と一致するように、演出
装置３０が遊技盤２の略中央部に設定されている。なお、図３および図４に示す演出装置
３０では、上側役物１０（第一役物１００および第二役物１２０）が後述の上昇位置にあ



(6) JP 5853273 B2 2016.2.9

10

20

30

40

50

り、且つ、下側役物２０（第三役物２００および第四役物２２０）が後述の下降位置にあ
る。この状態を、上側役物１０および下側役物２０の定常状態という。
【００２４】
　演出装置３０は、表示装置２８（図１および図２参照）の表示領域を、パチンコ機１の
正面側に露出させる開口部２９が形成された枠状の遊技部材である。演出装置３０の前面
側には、開口部２９の上側に配置された可動体である上側役物１０と、開口部２９の下側
に配置された可動体である下側役物２０とが設けられている。遊技者は、パチンコ機１を
正面視した状態で、開口部２９を介して表示装置２８の演出画面を目視すると同時に、後
述する上側役物１０および下側役物２０の各演出動作を目視することができる。
【００２５】
　図３～図９を参照して、上側役物１０について説明する。図３および図４に示すように
、上側役物１０は、開口部２９の左上側を中心に回動可能な第一役物１００、開口部２９
の右上側を中心に回動可能な第二役物１２０、およびこれらを回動させるための各種部材
を備える。
【００２６】
　第一役物１００は、細長板状の第一可動体１０１と、第一可動体１０１に設けられた第
一装飾部１０２とを備える。第一可動体１０１の一端側（図４では、左端側）は、開口部
２９の左上側に設けられた軸部１１０によって回転自在に支持されている。第一可動体１
０１は、軸部１１０の軸線方向に対して直交するように、軸部１１０から正面視で開口部
２９の右縁近傍まで右側に延びている。図示しないが、第一可動体１０１の前面には、Ｌ
ＥＤが配置された発光基板が配設されている。この発光基板を覆うように、第一装飾部１
０２が第一可動体１０１の前面に設けられている。第一装飾部１０２は、手の形を模した
透光性を有する装飾物である。
【００２７】
　図５および図６に示すように、軸部１１０のやや右側には、第一可動体１０１の後面か
ら後方に若干突出する円柱状をなし、後述のカム１８３によって下方から支持されるカム
受部１０４が設けられている。カム受部１０４の上側には、第一可動体１０１の後面から
後方に延びる細長円柱状のガイド体１０５が設けられている。ガイド体１０５の突出端に
は、演出装置３０の前面に形成されたガイド溝１１５に沿って摺動可能な頭部が設けられ
ている。ガイド溝１１５は、軸部１１０のやや右側に形成された、正面視で軸部１１０を
中心として円弧状に延びる溝部である。さらに、第一装飾部１０２の前面における長手方
向（図４では左右方向）の略中間部には、後述の当接体１２９が載置される面を有する当
接受部１０９が設けられている（図３参照）。
【００２８】
　第二役物１２０は、細長板状の第二可動体１２１と、第二可動体１２１に設けられた第
二装飾部１２２とを備える。第二可動体１２１の一端側（図４では、右端側）は、開口部
２９の右上側に設けられた軸部１３０によって、第一可動体１０１と略同一の高さ位置（
上下方向位置）で回転自在に支持されている。第二可動体１２１は、軸部１３０の軸線方
向に対して直交するように、軸部１３０から正面視で開口部２９の左右方向中央部のやや
左側まで左側に延びている。つまり、第二役物１２０は、第一役物１００と略同一の高さ
位置で対向するように延びている。ただし、第二役物１２０は、第一役物１００と干渉し
ないように、第一役物１００よりも前側に配置されている。
【００２９】
　図示しないが、第二可動体１２１の前面には、ＬＥＤが配置された発光基板が配設され
ている。この発光基板を覆うように、第二装飾部１２２が第二可動体１２１の前面に設け
られている。第二装飾部１２２は、パチンコ機１のロゴマークを模した透光性を有する装
飾物である。さらに、第二可動体１２１の他端側（図４では、左端側）の近傍には、第二
可動体１２１の後面から後方に突出する細長円柱状の当接体１２９が設けられている（図
３参照）。
【００３０】
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　図４～図９を参照して、上側役物１０の動作態様について説明する。本実施形態では、
第一役物１００は、第一役物１００が軸部１１０から略水平に延びる上昇位置（図４～図
６参照）と、第一役物１００が軸部１１０から右下向きに傾斜する下降位置（図７～図９
参照）との間で回動可能である。一方、第二役物１２０は、第二役物１２０が軸部１３０
から略水平に延びる上昇位置（図４参照）と、第二役物１２０が軸部１３０から左下向き
に傾斜する下降位置（図７参照）との間で回動可能である。
【００３１】
　図４～図９に示すように、第一役物１００の回動時には、ガイド体１０５がガイド溝１
１５に沿って案内される。第一役物１００は、ガイド体１０５の頭部がガイド溝１１５の
上端部に移動するまで上方（図４では、反時計回り方向）に回動可能である。ガイド体１
０５がガイド溝１１５の上端部に接触する位置が、第一役物１００の上昇位置である。一
方、第一役物１００は、ガイド体１０５の頭部がガイド溝１１５の下端部に移動するまで
下方（図４では、時計回り方向）に回動可能である。ガイド体１０５がガイド溝１１５の
下端部に接触する位置が、第一役物１００の下降位置である。なお、演出装置３０の前面
における軸部１１０のやや下方には、ゴム製の落下受部１１１が設けられている。落下受
部１１１は、第一役物１００が下降位置にある場合、第一可動体１０１に下方から当接す
る。
【００３２】
　第一役物１００が上昇位置にある場合、当接受部１０９が当接体１２９を下方から支持
することで、第二役物１２０も上昇位置に保持される。第一役物１００が上昇位置から下
方に回動する場合、当接受部１０９に支持される当接体１２９も下方に移動するため、第
二役物１２０も下方に回動する。軸部１３０のやや下方には、演出装置３０の前面から前
方に突出する保持部１３１が設けられている。第二役物１２０が所定位置まで下方に回動
すると、保持部１３１が第二可動体１２１に当接して、第二役物１２０が下降位置で支持
される。
【００３３】
　一方、第一役物１００を下降位置から所定位置まで上方に回動させると、保持部１３１
によって支持されている第二役物１２０の当接体１２９に当接受部１０９が下方から当接
して、当接体１２９が当接受部１０９に載置された状態となる。この位置を、第一役物１
００の接触位置という。第一役物１００が接触位置よりも上側で回動すると、当接受部１
０９に載置されている当接体１２９が上下するのに伴って、第二役物１２０も上下動する
。第一役物１００が接触位置よりも下側で回動すると、当接受部１０９が当接体１２９か
ら離間しているため、第二役物１２０が下降位置に保持されたまま、第一役物１００のみ
が上下動する。
【００３４】
　図４～図６に示すように、第一役物１００および第二役物１２０がいずれも上昇位置に
ある場合（上側役物１０の定常位置）、第一装飾部１０２および第二装飾部１２２が開口
部２９の上側に退避されるため、表示装置２８の演出画面のほぼ全体が開口部２９を介し
て前方側に露出する。このとき、第一装飾部１０２の大部分は、その前方に配置されてい
る第二装飾部１２２によって正面視で被覆されている。
【００３５】
　図７～図９に示すように、第一役物１００および第二役物１２０がいずれも下降位置に
ある場合（上側役物１０の変位位置）、第二装飾部１２２が開口部２９の上側から正面視
で開口部２９の内部に若干進入する。同時に、第一装飾部１０２が、第二装飾部１２２よ
りもさらに下方まで開口部２９の内部（具体的には、開口部２９の略中心部）に進入して
、第二装飾部１２２の下側から前方に露出する。そして、表示装置２８の演出画面の大部
分が、正面視で第一装飾部１０２および第二装飾部１２２によって被覆される。
【００３６】
　図４～図９を参照して、上側役物１０の駆動機構について説明する。図４～図９に示す
ように、演出装置３０における開口部２９の左側には、ステップモータである上側駆動モ
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ータ１９０と、上側駆動モータ１９０によって回転されるギア１６０，１７０，１８０と
が設けられている。ギア１６０は、上側駆動モータ１９０の出力軸に連結された平歯車で
ある。ギア１８０は、第一役物１００のカム受部１０４の下側に設けられたカムギアであ
る。ギア１７０は、ギア１６０およびギア１８０と噛み合う平歯車である。上側駆動モー
タ１９０が出力軸を回転駆動すると、ギア１６０，１７０，１８０が連動して回転する。
【００３７】
　ギア１８０は、演出装置３０の前面から前方に突出する軸部１８９によって回転自在に
支持されており、歯部１８１、検出板１８２、カム１８３を有する。歯部１８１は、軸部
１８９から径外側に延びる円板体の周面に形成され、ギア１７０の歯部に噛み合って、ギ
ア１７０の回転に伴ってギア１８０を回転させる。検出板１８２は、歯部１８１から径外
側に突出する板状部である。なお、ギア１８０の近傍には、検出板１８２を検出するため
のセンサ１９５が設けられている。
【００３８】
　カム１８３は、歯部１８１および検出板１８２の前側に設けられて、カム受部１０４に
下方から接触可能な筒状部である。カム１８３の周面は、軸部１８９の径外側に設けられ
て、軸部１８９の周方向に沿って径が漸増または漸減するように形成されている。詳細に
は、カム１８３の周面は、軸部１８９と略直交する方向に並んで、径が最も大きくなる最
大径部１８４と、径が最も小さくなる最小径部１８５とを有する。最大径部１８４から最
小径部１８５まで、正面視で時計周り方向に径が漸減している。最大径部１８４と最小径
部１８５とを結ぶ段差部１８６が、軸部１８９と略直交する方向に延びている。
【００３９】
　カム１８３の周面のうちでカム受部１０４を下方から支持する部位を、カム受部１０４
の支持部位という。カム受部１０４が最大径部１８４で支持されているときのカム１８３
の回転位置を、第一カム位置という。カム１８３が第一カム位置にある場合に、カム受部
１０４の支持部位が最大径部１８４となる。このとき、第一役物１００は上昇位置で保持
されるとともに、センサ１９５によってギア１８０の検出板１８２が検出される（図５参
照）。言い換えると、カム１８３が第一カム位置にある場合に、センサ１９５によって上
側駆動モータ１９０の動作起点となる原点位置が検出される。
【００４０】
　カム１８３が第一カム位置から正面視で反時計回り方向に回転（正転）すると、それに
伴ってカム受部１０４の支持部位の径が徐々に小さくなる。このとき、カム受部１０４が
徐々に下降するため、第一役物１００が緩やかに下方に回動する。カム１８３が第一カム
位置から所定量正転すると、第一役物１００は落下受部１１１によって支持される下降位
置に移動する。この状態で、さらにカム１８３が正転すると、第一役物１００が下降位置
に保持されたまま、カム１８３がカム受部１０４から離間する。
【００４１】
　一方、カム１８３が第一カム位置から正面視で時計回り方向に若干回転（反転）した場
合に、カム１８３が最大径部１８４から離間する。このときのカム１８３の回転位置を、
第二カム位置という。カム１８３が第一カム位置から第二カム位置に変位した場合、カム
受部１０４が最大径部１８４から段差部１８６を自由落下して、第一役物１００は落下受
部１１１によって支持される下降位置まで瞬時に回動する。このとき、カム１８３はカム
受部１０４から離間している。
【００４２】
　カム１８３が第二カム位置から反転すると、下降位置に保持されている第一役物１００
のカム受部１０４にカム１８３が接触する。この状態でカム１８３がさらに反転すると、
カム受部１０４の支持部位の径が徐々に大きくなる。これに伴ってカム受部１０４が徐々
に上昇して、第一役物１００が緩やかに上方に回動する。カム１８３が第一カム位置まで
回転すると、先述のように第一役物１００は上昇位置で保持される。
【００４３】
　したがって、第一役物１００を緩やかに上下動させる場合には、上側駆動モータ１９０
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によってギア１８０を回転駆動して、第一カム位置よりも正転側、且つ第二カム位置より
も反転側の範囲内で、カム１８３を正転又は反転させればよい。このとき、カム１８３の
回転速度を調整することで、第一役物１００を上下動させるスピードを容易に調整するこ
とができる。さらに、第一役物１００を瞬時に下方へ回動させる場合には、上側駆動モー
タ１９０によってギア１８０を回転駆動して、カム１８３を第一カム位置から段差部１８
６を経由して第二カム位置に変位させればよい。
【００４４】
　先述したように、第一役物１００の上下動に伴って、第二役物１２０が上下動する。カ
ム１８３が第一カム位置にある場合、第二役物１２０も上昇位置に移動するため、上側役
物１０は定常状態となる。カム１８３が第二カム位置にある場合、第二役物１２０も下降
位置に移動するため、上側役物１０は変位状態となる。そして、第一役物１００を緩やか
に上下動させると、それに伴って第二役物１２０も緩やかに上下動させることができる。
第一役物１００を瞬時に下方へ回動させると、それに伴って第二役物１２０も保持部１３
１によって下方から支持される下降位置まで瞬時に回動させることができる。
【００４５】
　以上のように、本実施形態の上側役物１０では、第一役物１００の長手方向の一端側が
、軸部１１０によって回動可能に軸支される。上側駆動モータ１９０によって正逆回転可
能なギア１８０のカム１８３が、第一役物１００に設けられたカム受部１０４に対して下
方から接触可能である。カム１８３は、カム受部１０４が最大径部１８４で支持される第
一カム位置と、カム受部１０４が最大径部１８４から段差部１８６を落下する第二カム位
置とで変位可能である。第一役物１００は、カム１８３が第一カム位置にある場合に上昇
位置に保持され、カム１８３が第二カム位置にある場合に下降位置に保持され、カム１８
３が第一カム位置と第二カム位置との間で変位するのに伴って上昇位置と下降位置との間
を回動する。
【００４６】
　これにより、カム１８３のカム受部１０４を支持する位置を、カム１８３の回転制御に
よって径が漸減する周面を経由して変位させることで、第一役物１００を上昇位置と下降
位置との間で緩やかに回動させることができる。このとき、カム１８３に接触するカム受
部１０４の高さ位置を調整することで、第一役物１００の高さ位置を正確に調整すること
ができる。さらに、カム１８３のカム受部１０４を支持する位置を、カム１８３の回転制
御によって第一カム位置から段差部１８６を経由して第二カム位置に変位させることで、
第一役物１００が上昇位置から下降位置へ自由落下によって瞬時に移動するため、第一役
物１００の瞬時変位を実現できる。また、上記のような簡易な機構を有するため、上側役
物１０を狭いスペースに設置することができる。
【００４７】
　また、上昇位置から下方に回動する第一役物１００は、弾性体である落下受部１１１に
よって下降位置で受け止められる。これにより、第一役物１００に付与される物理的衝撃
を抑制しつつ、第一役物１００を回動させることができる。また、カム１８３が第一役物
１００の回動中心に近い位置に設けられるので、カム１８３を第一役物１００の回動中心
から離間した位置に設けた場合と比較して、カム１８３の回転量に対する第一役物１００
の移動量を大きくすることができる。
【００４８】
　また、第一役物１００と略同一の高さ位置で、第一役物１００と対向するように延びる
第二役物１２０の長手方向の一端側が、軸部１３０によって回動可能に軸支される。第二
役物１２０に設けられた当接体１２９は、第一役物１００によって下方から支持可能であ
る。第一役物１００が上昇位置に保持される場合に、第二役物１２０の長手方向の他端側
が最も高くなる一方、第一役物１００が下降位置に保持される場合に、第二役物１２０の
長手方向の他端側が最も低くなる。これにより、第一役物１００の回動に伴って第二役物
１２０が回動するため、一のモータで複数の装飾体を動作することができる。特に、第一
役物１００の瞬時変位に伴って第二役物１２０も瞬時変位するため、一のモータで複数の
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装飾体を瞬時変位させることができる。
【００４９】
　図３、図４、図１０～図１８を参照して、下側役物２０について説明する。図３および
図４に示すように、下側役物２０は、前後方向に延びる周壁を有する略箱状の保持ケース
５００を備える。保持ケース５００には、開口部２９の下縁中央部を上下方向に移動可能
な第三役物２００、開口部２９の下縁中央部のやや下側を回動中心として正面視で円弧状
に移動可能な第四役物２２０、およびこれらを移動させるための各種部材が設けられてい
る。
【００５０】
　保持ケース５００は、前ケース５０１（図１２参照）と、前ケース５０１にネジ止めで
固定される後ケース５０２（図１１参照）とを有する。保持ケース５００は、後ケース５
０２が演出装置３０の前面に対向するように、演出装置３０の前面における開口部２９の
下縁中央部の直下に固定される。さらに、保持ケース５００（詳細には、前ケース５０１
）の前側は、第三装飾部２０２のみが前方に露出するように、正面視で開口部２９の下縁
に沿って延びる装飾カバー４０によって被覆されている。
【００５１】
　図１０～図１２に示すように、第三役物２００は、細長板状の第三可動体２０１と、第
三可動体２０１の前面上端に設けられた第三装飾部２０２とを備える。第三装飾部２０２
は、正面視で略ハート型の形状を有し、内部にＬＥＤが配置された装飾物である。第三装
飾部２０２の前部には、内部に配置されたＬＥＤの発光態様から目視可能とするための透
明窓が設けられている。第三可動体２０１の後面下端には、後方に突出する円柱状のガイ
ド体２０３が左右一対で設けられている。
【００５２】
　後ケース５０２の上端中央には、上下方向に延びるガイド溝４０１（図１６参照）が左
右一対で形成された板部４００が設けられており、板部４００は開口部２９の下縁中央部
のやや下側に位置している。一対のガイド体２０３の突出端には、それぞれ対応するガイ
ド溝４０１に係合されて、各ガイド溝４０１に沿って摺動可能な頭部が設けられている。
第三可動体２０１は、ガイド体２０３およびガイド溝４０１によって前後左右方向の移動
が規制されて、上下方向にのみ移動可能である。さらに、第三可動体２０１の前面下端に
は、前方に突出する円柱状をなし、後述のガイド溝３０３に係合されるガイド体２０４が
設けられている。
【００５３】
　第四役物２２０は、第三役物２００の左右両側に配置された左羽根部２２０Ｌおよび右
羽根部２２０Ｒを有する。各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒは、第三役物２００を挟んで左右
対称をなし、それぞれ後述する３つの羽根体を有する。板部４００の左右両側には、各羽
根部２２０Ｌ，２２０Ｒをそれぞれ回転させるための軸部２３０Ｌ，２３０Ｒが、保持ケ
ース５００内で前後方向に延びている。
【００５４】
　左羽根部２２０Ｌは、３つの羽根体（第一羽根体２２１Ｌ、第二羽根体２２２Ｌ、補助
羽根体２２３Ｌ）を有し、これらが補助羽根体２２３Ｌ、第二羽根体２２２Ｌ、第一羽根
体２２１Ｌの順に前後方向に並ぶように配置されている。第一羽根体２２１Ｌおよび第二
羽根体２２２Ｌの一端側（図１１では、右端側）は、軸部２３０Ｌによって回動自在に支
持されている。第一羽根体２２１Ｌおよび第二羽根体２２２Ｌは、軸部２３０Ｌの軸線方
向に対して直交するように、軸部２３０Ｌから正面視で開口部２９の左縁近傍まで左側に
延びている。補助羽根体２２３Ｌは、第二羽根体２２２Ｌの前方で、第一羽根体２２１Ｌ
および第二羽根体２２２Ｌと略並行に延びている。ただし、補助羽根体２２３Ｌは、正面
視で、第一羽根体２２１Ｌの長手方向の略中央部から他端側（図１１では、左端側）まで
延びている。
【００５５】
　第一羽根体２２１Ｌおよび補助羽根体２２３Ｌは、各々の間を前後方向に延びる２箇所
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の連結部２２８Ｌ，２２９Ｌによって一体に連結されている。連結部２２８Ｌ，２２９Ｌ
は、それぞれ補助羽根体２２３Ｌの後面から後方に延びる、ネジ孔が形成された柱状部で
あり、各々に対して第一羽根体２２１Ｌを介してボルトが固定されている。一方、第二羽
根体２２２Ｌは、第一羽根体２２１Ｌおよび補助羽根体２２３Ｌの間隙における連結部２
２８Ｌ，２２９Ｌの下側に配置されて、第一羽根体２２１Ｌおよび補助羽根体２２３Ｌと
は独立して軸部２３０Ｌに支持されている。
【００５６】
　ただし、軸部２３０Ｌには、第二羽根体２２２Ｌを上方（図１１では時計回り方向）に
付勢する巻きバネ２３１Ｌが設けられている。また、第一羽根体２２１Ｌの一端部（図１
１では、右端部）には、軸部２３０Ｌを中心に形成された歯部２２４Ｌと、歯部２２４Ｌ
と隣接した位置で後方に延びる突起部２２５Ｌが形成されている。さらに、第二羽根体２
２２Ｌの前面には、軸部２３０Ｌから径外側に延びるように前方に突出した板状の突起部
２２６Ｌが設けられている。
【００５７】
　右羽根部２２０Ｒは、３つの羽根体（第一羽根体２２１Ｒ、第二羽根体２２２Ｒ、補助
羽根体２２３Ｒ）を有し、これらが補助羽根体２２３Ｒ、第二羽根体２２２Ｒ、第一羽根
体２２１Ｒの順に前後方向に並ぶように配置されている。第一羽根体２２１Ｒおよび第二
羽根体２２２Ｒの一端側（図１１では、左端側）は、軸部２３０Ｒによって回動自在に支
持されている。第一羽根体２２１Ｒおよび第二羽根体２２２Ｒは、軸部２３０Ｒの軸線方
向に対して直交するように、軸部２３０Ｒから正面視で開口部２９の右縁近傍まで右側に
延びている。補助羽根体２２３Ｒは、第二羽根体２２２Ｒの前方で、第一羽根体２２１Ｒ
および第二羽根体２２２Ｒと略並行に延びている。ただし、補助羽根体２２３Ｒは、正面
視で、第一羽根体２２１Ｒの長手方向の略中央部から他端側（図１１では、右端側）まで
延びている。
【００５８】
　第一羽根体２２１Ｒおよび補助羽根体２２３Ｒは、各々の間を前後方向に延びる２箇所
の連結部２２８Ｒ，２２９Ｒによって一体に連結されている。連結部２２８Ｒ，２２９Ｒ
は、それぞれ補助羽根体２２３Ｒの後面から後方に延びる、ネジ孔が形成された柱状部で
あり、各々に対して第一羽根体２２１Ｒを介してボルトが固定されている。一方、第二羽
根体２２２Ｒは、第一羽根体２２１Ｒおよび補助羽根体２２３Ｒの間隙における連結部２
２８Ｒ，２２９Ｒの下側に配置されて、第一羽根体２２１Ｒおよび補助羽根体２２３Ｒと
は独立して軸部２３０Ｒに支持されている。
【００５９】
　ただし、軸部２３０Ｒには、第二羽根体２２２Ｒを上方（図１１では反時計回り方向）
に付勢する巻きバネ２３１Ｒが設けられている。また、第一羽根体２２１Ｒの一端部（図
１１では、左端部）には、軸部２３０Ｒを中心に形成された歯部２２４Ｒと、歯部２２４
Ｒと隣接した位置で後方に延びる突起部２２５Ｒが形成されている。さらに、第二羽根体
２２２Ｒの前面には、軸部２３０Ｒから径外側に延びるように前方に突出した板状の突起
部２２６Ｒが設けられている。
【００６０】
　図４、図１０～図１６を参照して、下側役物２０の動作態様について説明する。本実施
形態では、第三役物２００は、開口部２９の下縁中央部で下降位置（図４、図１０～１４
参照）と上昇位置（図１５および図１６参照）との間で移動可能である。一方、第四役物
２２０は、各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒが略水平に延びる下降位置（図４、図１０～図１
２参照）と、左羽根部２２０Ｌが軸部２３０Ｌから左上向きに傾斜し、且つ右羽根部２２
０Ｒが軸部２３０Ｒから右上向きに傾斜する傾斜位置（図１３および図１４参照）と、さ
らに第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒおよび補助羽根体２２３Ｌ，２２３Ｒが軸部２３０Ｌ
から上向きに傾斜する上昇位置（図１５および図１６参照）との間で回動可能である。
【００６１】
　図４、図１０～図１４に示すように、第三役物２００の移動時には、ガイド体２０３が
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ガイド溝４０１に沿って案内される。このとき、第三役物２００は、ガイド体２０３の頭
部がガイド溝４０１の上端部に移動するまで上方に移動可能である。ガイド体２０３がガ
イド溝４０１の上端部に接触する位置が、第三役物２００の上昇位置である。一方、第三
役物２００は、ガイド体２０３の頭部がガイド溝４０１の下端部に移動するまで下方に移
動可能である。つまり、ガイド体２０３がガイド溝４０１の下端部に接触する位置が、第
三役物２００の下降位置である。
【００６２】
　第四役物２２０に外力が加えられていない状態では、左羽根部２２０Ｌは自重によって
軸部２３０Ｌを中心に下方（図１１では反時計回り方向）に回動する。左羽根部２２０Ｌ
が略水平に延びる状態まで下方に回動すると、第一羽根体２２１Ｌが保持ケース５００の
横周壁５０１Ｌに当接して下方から支持される。横周壁５０１Ｌは、保持ケース５００の
周壁のうち、後ケース５０２から第一羽根体２２１Ｌの下方まで前方に延びる壁部である
。これにより、第一羽根体２２１Ｌの下方への回動が規制されるとともに、第一羽根体２
２１Ｌと連結されている補助羽根体２２３Ｌと、巻きバネ２３１Ｌによって第一羽根体２
２１Ｌに付勢されている第二羽根体２２２Ｌの回動も規制される。
【００６３】
　同様に、右羽根部２２０Ｒは自重によって軸部２３０Ｒを中心に下方（図１１では時計
回り方向）に回動する。右羽根部２２０Ｒが略水平に延びる状態まで下方に回動すると、
第一羽根体２２１Ｒが保持ケース５００の横周壁５０１Ｒに当接して下方から支持される
。横周壁５０１Ｒは、保持ケース５００の周壁のうち、後ケース５０２から第一羽根体２
２１Ｒの下方まで前方に延びる壁部である。これにより、第一羽根体２２１Ｒの下方への
回動が規制されるとともに、第一羽根体２２１Ｒと連結されている補助羽根体２２３Ｒと
、巻きバネ２３１Ｒによって第一羽根体２２１Ｒに付勢されている第二羽根体２２２Ｒの
回動も規制される。そして、各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒの下方への回動が規制される位
置が、第四役物２２０の下降位置である。
【００６４】
　第四役物２２０の回動時には、各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒが左右対称に連動する。詳
細には、第一羽根体２２１Ｌが軸部２３０Ｌを中心に上方（図１１では時計回り方向）に
回動すると、第一羽根体２２１Ｌと連結されている補助羽根体２２３Ｌも回動する。また
、第二羽根体２２２Ｌは、巻きバネ２３１Ｌによって第一羽根体２２１Ｌに付勢されてい
るため、第一羽根体２２１Ｌとともに上方に回動する。同様に、第一羽根体２２１Ｒが軸
部２３０Ｒを中心に上方（図１１では反時計回り方向）に回動すると、第二羽根体２２２
Ｒおよび補助羽根体２２３Ｒも共に回動する。
【００６５】
　第四役物２２０が下降位置から所定量上方に回動すると、第二羽根体２２２Ｌ，２２２
Ｒに設けられた各突起部２２６Ｌ，２２６Ｒが、装飾カバー４０の背面側に設けられた係
止板（図示外）に下方から当接する。つまり、各突起部２２６Ｌ，２２６Ｒに当接する係
止板（図示外）によって、第二羽根体２２２Ｌ，２２２Ｒの上方への回動が規制される。
そして、正面視で３つの羽根体が重なり合った状態で、第二羽根体２２２Ｌ，２２２Ｒの
上方への回動が規制される位置が、第四役物２２０の傾斜位置である。
【００６６】
　第四役物２２０が傾斜位置から上方に回動する場合、第二羽根体２２２Ｌの回転位置が
保持された状態で、第一羽根体２２１Ｌおよび補助羽根体２２３Ｌのみが、巻きバネ２３
１Ｌの付勢に抗って上方に回動する。第四役物２２０が傾斜位置から所定量上方に回動す
ると、第一羽根体２２１Ｌに設けられた突起部２２５Ｌが、保持ケース５００の上周壁５
０２Ｌに当接して下方から支持される。上周壁５０２Ｌは、保持ケース５００の周壁のう
ち、軸部２３０Ｌの右下近傍で後ケース５０２から前方に延びる壁部である。これにより
、第一羽根体２２１Ｌの上方への回動が規制されるとともに、補助羽根体２２３Ｌの回動
も規制される。
【００６７】
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　同様に、第二羽根体２２２Ｒの回転位置が保持された状態で、第一羽根体２２１Ｒおよ
び補助羽根体２２３Ｒのみが、巻きバネ２３１Ｒの付勢に抗って上方に回動する。第四役
物２２０が傾斜位置から所定量上方に回動すると、第一羽根体２２１Ｒに設けられた突起
部２２５Ｒが、保持ケース５００の上周壁５０２Ｒに当接して下方から支持される。上周
壁５０２Ｒは、保持ケース５００の周壁のうち、軸部２３０Ｒの左下近傍で後ケース５０
２から前方に延びる壁部である。これにより、第一羽根体２２１Ｒの上方への回動が規制
されるとともに、補助羽根体２２３Ｒの回動も規制される。そして、各羽根部２２０Ｌ，
２２０Ｒの上方への回動が規制される位置（つまり、全ての羽根体の上方への回動が規制
される位置）が、第四役物２２０の上昇位置である。
【００６８】
　図４、図１０～図１２に示すように、第三役物２００および第四役物２２０がいずれも
下降位置にある状態（下側役物２０の定常状態）では、第三装飾部２０２の大部分が開口
部２９の下側に配置されるとともに、第四役物２２０が装飾カバー４０の背後に退避され
る。このとき、表示装置２８の演出画面のほぼ全体が開口部２９を介して前方側に露出す
る一方、各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒは装飾カバー４０によって正面視で被覆されている
。
【００６９】
　図１３および図１４に示すように、第三役物２００が下降位置にあり、第四役物２２０
が傾斜位置にある状態（下側役物２０の第一変位状態）では、第四役物２２０が装飾カバ
ー４０の背後から正面視で開口部２９の内部に進入する。詳細には、３つの羽根体が正面
視で重なり合った状態で、左羽根部２２０Ｌが開口部２９の下端中央から左上方向に延び
、且つ、右羽根部２２０Ｒが開口部２９の下端中央から右上方向に延びている。ただし、
第三役物２００は、定常状態と同様の位置に保持されている。そして、表示装置２８の演
出画面の一部が、正面視で３つの羽根体が重なり合った各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒによ
って被覆される。
【００７０】
　図１５および図１６に示すように、第三役物２００および第四役物２２０がいずれも上
昇位置にある状態（下側役物２０の第二変位状態）では、正面視で開口部２９の下端中央
から上方に向けて、第三装飾部２０２が開口部２９の内部に進入する。また、第一羽根体
２２１Ｌ，２２１Ｒおよび補助羽根体２２３Ｌ，２２３Ｒが、正面視で、第一変位状態よ
りも開口部２９の中心位置に向けて移動して、開口部２９の下端中央から上方向に延びて
いる。ただし、第二羽根体２２２Ｌ，２２２Ｒは、第一変位状態と同様の位置に保持され
ている。そして、正面視で、開口部２９に進入した第三装飾部２０２と、円弧状に広がっ
た羽根体をなす各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒによって、表示装置２８の演出画面が第一変
位状態よりも広い範囲で被覆される。
【００７１】
　図４、図１０～図１６を参照して、下側役物２０の駆動機構について説明する。図４、
図１０～図１６に示すように、保持ケース５００の内部には、第三役物２００および第四
役物２２０の下側に設けられた、ステップモータである下側駆動モータ２９０、下側駆動
モータ２９０によって回転されるギア２５０，２６０，２７０，２８０、ギア２８０の回
転に伴って回動可能な連動シャフト３００などが設けられている。
【００７２】
　ギア２５０は、下側駆動モータ２９０の出力軸に連結された平歯車である。ギア２６０
は、軸部２６１を中心に回転自在な平歯車であり、ギア２５０および歯部２２４Ｌと噛み
合っている。ギア２７０は、軸部２７１を中心に回転自在な平歯車であり、ギア２６０お
よび歯部２２４Ｒと噛み合っている。ギア２７０は、その歯部から径外側に突出する板状
部である検出板２７２を有する。なお、保持ケース５００の内部におけるギア２７０の近
傍は、検出板２７２を検出するためのセンサ２９５が設けられている。ギア２８０は、軸
部２８１を中心に回転自在な平歯車であり、ギア２７０と噛み合っている。ギア２８０に
おける軸部２８１の近傍には、前方に突出する突起部２８２が設けられている。
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【００７３】
　連動シャフト３００は、ギア２８０の下方に設置された軸部３０９を中心に回動自在な
棒状体であり、軸部３０９から第三役物２００に向けて延びる本体部３０１を有する。本
体部３０１は、ギア２７０，２８０の前方で回動可能に配置され、軸部２７１，２８１の
上側を第三役物２００に向けて延びている。連動シャフト３００の軸部２８１に対向する
部位は、軸部２８１の周形状に沿って湾曲する逃がし部３０２が形成されている。連動シ
ャフト３００の先端側には、第三役物２００のガイド体２０４が係合されるガイド溝３０
３が略水平に延びるように形成されている。
【００７４】
　図４、図１０～図１２に示すように、センサ２９５によってギア２７０の検出板２７２
が検出されている状態では、第三役物２００および第四役物２２０がそれぞれ下降位置に
保持される。言い換えると、下側役物２０が定常状態にあるときに、センサ２９５によっ
て下側駆動モータ２９０の動作起点となる原点位置が検出される。このとき、ギア２８０
の突起部２８２は、連動シャフト３００から離間している。また、連動シャフト３００は
、軸部２７１，２８１によって下方から支持される回動位置で保持されている。詳細には
、軸部２７１が本体部３０１の長手方向の略中間位置を支持し、軸部２８１が本体部３０
１の逃がし部３０２を支持する。この状態では、第三役物２００のガイド体２０４は、ガ
イド溝３０３の右縁部近傍に位置している。なお、下側駆動モータ２９０によって回転駆
動されるギア２５０の回転位置のうち、第三役物２００が定常状態に保持される位置を「
反転限界位置」という。
【００７５】
　先述したように、下側役物２０が定常状態にある場合、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ
は横周壁５０１Ｌ，５０１Ｒによって下方への回動が規制される。よって、下側駆動モー
タ２９０は、歯部２２４Ｌ，２２４Ｒに連結されているギア２５０，２６０，２７０を、
第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒが下方に回動する方向に回転させることはできない。つま
り、ギア２５０の反転限界位置は、下側駆動モータ２９０が正面視で反時計回り方向に回
転（反転）した場合の可動範囲の限界である。
【００７６】
　下側駆動モータ２９０がギア２５０を正面視で時計回り方向に回動（正転）させると、
ギア２６０および歯部２２４Ｌを介して、左羽根部２２０Ｌの第一羽根体２２１Ｌが上方
（図１１では、時計回り方向）に回動する。これに伴って、第二羽根体２２２Ｌおよび補
助羽根体２２３Ｌも上方に回動する。同時に、ギア２６０，２７０および歯部２２４Ｒを
介して、右羽根部２２０Ｒの第一羽根体２２１Ｒが上方（図１１では、反時計回り方向）
に回動する。これに伴って、第二羽根体２２２Ｒおよび補助羽根体２２３Ｒも上方に回動
する。つまり、各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒが、それぞれ全体的に左右対称に上方に回動
する。このとき、ギア２８０が反時計回りに回動して、突起部２８２が連動シャフト３０
０に近づく。
【００７７】
　図１３および図１４に示すように、ギア２５０が反転限界位置から所定量正転すると、
第四役物２２０の突起部２２６Ｌ，２２６Ｒが係止板（図示外）に当接する。つまり、下
側役物２０は、定常状態から第一変位状態に変位する。ギア２５０の回転位置のうち、下
側役物２０が第一変位状態に保持される位置を「第一連係位置」という。なお、「第一連
係位置」では、突起部２８２は連動シャフト３００に接触していない。
【００７８】
　先述したように、ギア２５０が第一連係位置からさらに正転すると、第二羽根体２２２
Ｌ，２２２Ｒが傾斜位置に保持された状態で、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、
補助羽根体２２３Ｌ，２２３Ｒ）が傾斜位置よりも上方に回動する。これに伴って、ギア
２８０がさらに反時計回りに回動して、突起部２８２が連動シャフト３００に接触する。
ギア２５０の回転位置のうち、突起部２８２が連動シャフト３００に左側から接触する位
置を「第二連係位置」という。
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【００７９】
　ギア２５０が第二連係位置からさらに正転すると、突起部２８２が連動シャフト３００
を右方向に押圧する。これにより、連動シャフト３００が軸部３０９を中心に正面視で時
計回り方向に回動することで、ガイド体２０４がガイド溝３０３に沿って上方に案内され
る。このガイド体２０４の移動に伴って、第三役物２００が下降位置から上方向に移動す
る。
【００８０】
　図１５および図１６に示すように、ギア２５０が第二連係位置から所定量正転すると、
突起部２２５Ｌ，２２５Ｒが上周壁５０２Ｌ，５０２Ｒに当接する。同時に、上方向に移
動する第三役物２００が上昇位置に到達する。つまり、下側役物２０は、第一変位状態か
ら第二変位状態に変位する。ギア２５０の回転位置のうち、第三役物２００が第二変位状
態に保持される位置を「正転限界位置」という。
【００８１】
　先述したように、下側役物２０が第二変位状態にある場合、第一羽根体２２１Ｌ，２２
１Ｒは上周壁５０２Ｌ，５０２Ｒによって上方への回動が規制される。よって、下側駆動
モータ２９０は、歯部２２４Ｌ，２２４Ｒに連結されているギア２５０，２６０，２７０
を、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒが上方に回動する方向に回転させることはできない。
つまり、ギア２５０の正転限界位置は、下側駆動モータ２９０が正転した場合の可動範囲
の限界である。
【００８２】
　下側役物２０が第二変位状態にあるときに、下側駆動モータ２９０がギア２５０を反転
させると、上記と逆手順の動作態様となる。すなわち、ギア２５０が正転限界位置から第
二連係位置まで反転すると、第二羽根体２２２Ｌ，２２２Ｒが傾斜位置に保持された状態
で、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、補助羽根体２２３Ｌ，２２３Ｒ）が上昇位
置から下方に回動するとともに、第三役物２００が上昇位置から下降位置まで移動する。
ギア２５０が第二連係位置から第一連係位置まで反転すると、第一羽根体２２１Ｌ，２２
１Ｒ（および、補助羽根体２２３Ｌ，２２３Ｒ）が傾斜位置まで回動して、下側役物２０
が第一変位状態に変位する。ギア２５０が第二連係位置から反転限界位置まで反転すると
、各羽根部２２０Ｌ，２２０Ｒが傾斜位置から下降位置まで回動して、下側役物２０が定
常状態に変位する。
【００８３】
　なお、本実施形態では、ギア２５０の第一連係位置および第二連係位置は、わずかな回
転角度差で設けられている。よって、ギア２５０が第一連係位置からさらに正転すると、
第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、補助羽根体２２３Ｌ，２２３Ｒ）が傾斜位置よ
りも上昇するのと略同時に、第三役物２００が下降位置から上昇する。また、ギア２５０
が第一連係位置に向けて反転すると、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、補助羽根
体２２３Ｌ，２２３Ｒ）が傾斜位置まで下降するのと略同時に、第三役物２００が下降位
置まで下降する。
【００８４】
　ただし、第一連係位置および第二連係位置の回転角度差を大きくすることで、第一羽根
体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、補助羽根体２２３Ｌ，２２３Ｒ）が傾斜位置よりも上昇
するタイミングと、第三役物２００が下降位置から上昇するタイミングとの時間差を大き
くすることができる。言い換えると、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、補助羽根
体２２３Ｌ，２２３Ｒ）が傾斜位置まで下降するタイミングと、第三役物２００が下降位
置まで下降するタイミングとの時間差を大きくすることができる。
【００８５】
　また、ギア２５０が可動範囲を正転する場合、反転限界位置、第一連係位置、第二連係
位置、正転限界位置の順に変位するが、反転限界位置、第二連係位置、第一連係位置、正
転限界位置の順に変位してもよい。例えば、第二羽根体２２２の突起部２２６の係止板に
当接するまでの距離を調整したり、ギア２８０の突起部２８２が連動シャフト３００に接
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触するまでの間隔を調整したりすることで、これらの変位順を変更可能である。
【００８６】
　この場合、ギア２５０を正転させたときに、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、
補助羽根体２２３Ｌ，２２３Ｒ）が傾斜位置よりも上昇するタイミングと、第三役物２０
０が下降位置から上昇するタイミングとを逆にすることができる。また、ギア２５０を反
転させたときに、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、補助羽根体２２３Ｌ，２２３
Ｒ）が傾斜位置よりも上昇するタイミングと、第三役物２００が下降位置から上昇するタ
イミングとを逆にすることができる。
【００８７】
　以上のように、本実施形態の下側役物２０では、下側駆動モータ２９０によってギア２
５０が可動範囲の限界である正転限界位置および反転限界位置との間を回転されるのに伴
って、第四役物２２０の第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、補助羽根体２２３Ｌ，
２２３Ｒ）が正面視で円弧状に回動する。このとき、ギア２５０が第二連係位置と正転限
界位置との間を回転していれば、第三役物２００が上下方向に移動する。したがって、一
の下側駆動モータ２９０および共通のギア２５０によって、第三役物２００および第四役
物２２０を、それぞれ異なるタイミングおよび方向に移動させることができる。ひいては
、部品点数および駆動源の数量を抑制しつつ、第三役物２００および第四役物２２０につ
いて動作態様や動作タイミングを異ならせることができる。
【００８８】
　また、ギア２５０が正転限界位置および反転限界位置との間を回転するときは、ギア２
６０，２７０によって第四役物２２０（詳細には、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ）に動
力が伝達される。動力が伝達された第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒ（および、補助羽根体
２２３Ｌ，２２３Ｒ）は、軸部２３０Ｌ，２３０Ｒを中心に回動する。一方、ギア２５０
が第二連係位置と正転限界位置との間を回転するときは、連動シャフト３００によって第
三役物２００（詳細には、第三可動体２０１）に動力が伝達される。動力が伝達された第
三可動体２０１は、ガイド溝４０１に沿って上下方向に移動する。つまり、ギア２５０の
回転に応じて、第四役物２２０が回転運動する一方、第三役物２００が線形状に運動する
。よって、簡易な機械的構造で、第三役物２００および第四役物２２０を異なる方向およ
び態様で移動させることができる。
【００８９】
　また、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒと同軸で支持される第二羽根体２２２Ｌ，２２２
Ｒは、ギア２５０が正転限界位置と第一連係位置との間を回転していれば、第一羽根体２
２１Ｌ，２２１Ｒに追従して回転する一方、ギア２５０が反転限界位置と第一連係位置と
の間を回転していれば、所定の回転位置で保持される。したがって、一の下側駆動モータ
２９０および共通のギア２５０によって、第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒと同軸で回転可
能な第二羽根体２２２Ｌ，２２２Ｒの動作態様を、ギア２５０の回転位置に応じて変化さ
せることができる。
【００９０】
　また、ギア２５０が第二連係位置と正転限界位置との間を回転するのに伴って、連動シ
ャフト３００が連動して回転する。連動シャフト３００の回転に連動してガイド体２０４
がガイド溝３０３に沿って移動することで、第三役物２００が上下方向に移動する。した
がって、簡易な機械的構造で、ギア２５０の回転運動を、第三役物２００を上下方向へ移
動させる動力に変換することができる。
【００９１】
　なお、先述したように、上側役物１０および下側役物２０の動作制御は、サブ制御基板
（図示外）による上側駆動モータ１９０および下側駆動モータ２９０の駆動制御によって
実現される。すなわち、上側役物１０は、センサ１９５によって検出される原点位置を基
準として、その動作が制御される。下側役物２０は、センサ２９５によって検出される原
点位置を基準として、その動作が制御される。
【００９２】
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　上側役物１０および下側役物２０は、開口部２９を挟んで上下に対向して動作する。例
えば、第一役物１００の下降位置への回動と、第四役物２２０の上昇位置への回動とが同
時に実行されると、第一役物１００および第四役物２２０が接触して破損するおそれがあ
る。そのため、サブ制御基板（図示外）は、上側役物１０および下側役物２０のいずれか
一方の動作中は他方の動作を行わないように、上側駆動モータ１９０および下側駆動モー
タ２９０を制御する。
【００９３】
　具体的には、上側役物１０の動作を開始する場合は、センサ１９５によって原点位置が
検出されているか否かを判断する。センサ１９５によって原点位置が検出されていなけれ
ば、上側駆動モータ１９０を駆動して上側役物１０を定常状態（図４参照）に戻す。セン
サ１９５によって原点位置が検出されたら、センサ２９５によって原点位置が検出されて
いるか否かを判断する。センサ２９５によって原点位置が検出されていれば、上側駆動モ
ータ１９０を駆動して上側役物１０を上下動させる。
【００９４】
　一方、下側役物２０の動作を開始する場合は、センサ２９５によって原点位置が検出さ
れているか否かを判断する。センサ２９５によって原点位置が検出されていなければ、下
側駆動モータ２９０を駆動して下側役物２０を定常状態（図４参照）に戻す。センサ２９
５によって原点位置が検出されたら、センサ１９５によって原点位置が検出されているか
否かを判断する。センサ１９５によって原点位置が検出されていれば、下側駆動モータ２
９０を駆動して下側役物２０を上下動させる。
【００９５】
　このように、サブ制御基板（図示外）が、上側駆動モータ１９０および下側駆動モータ
２９０を回転制御することで、カム１８３やギア２５０の回転位置が調整される。したが
って、上側役物１０および下側役物２０が接触することを抑制しつつ、上側役物１０およ
び下側役物２０を正確に動作させることができる。
【００９６】
　なお、本実施形態において、下側駆動モータ２９０が、本発明の「駆動源」に相当する
。ギア２５０が、本発明の「作動部材」に相当する。反転限界位置が、本発明の「第一回
転位置」に相当する。正転限界位置が、本発明の「第二回転位置」に相当する。第二連係
位置が、本発明の「第三回転位置」に相当する。第一羽根体２２１Ｌ，２２１Ｒが、本発
明の「第一可動部材」に相当する。第三役物２００が、本発明の「第二可動部材」に相当
する。ギア２６０，２７０が、本発明の「第一伝達部材」に相当する。軸部２３０Ｌ，２
３０Ｒが、本発明の「支持部」に相当する。連動シャフト３００が、本発明の「第二伝達
部材」に相当する。板部４００が、本発明の「ガイド部」に相当する。ガイド溝４０１が
、本発明の「溝部」に相当する。ガイド体２０３が、本発明の「突出部」に相当する。第
二羽根体２２２Ｌ，２２２Ｒが、本発明の「第三可動部材」に相当する。第一連係位置が
、本発明の「第四回転位置」に相当する。サブ制御基板が、本発明の「制御手段」に相当
する。
【００９７】
　本発明は、以上詳述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱し
ない範囲内において種々の変更が可能であることは勿論である。例えば、上記実施の形態
では、上側駆動モータ１９０および下側駆動モータ２９０として、ステップモータが用い
られているが、他のモータを用いてもよい。
【符号の説明】
【００９８】
１　　パチンコ機
２０　　下側役物
３０　　演出装置
２００　　第三役物
２０３　　ガイド体
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２２０　　第四役物
２２１Ｌ，２２１Ｒ　　第一羽根体
２２２Ｌ，２２２Ｒ　　第二羽根体
２２３Ｌ，２２３Ｒ　　補助羽根体
２３０Ｌ，２３０Ｒ　　軸部
２５０　　ギア
２６０　　ギア
２７０　　ギア
２８０　　ギア
２９０　　下側駆動モータ
３００　　連動シャフト
４００　　板部
４０１　　ガイド溝

【図１】 【図２】
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